
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 教科体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校全体の体力テストの現状と課題とし

て、以下のことが挙げられる。 

・ソフトボール投げの結果が低い 

・立ち幅跳びの結果が低い 

・長座体前屈の結果が良い 

・２０ｍシャトルランの結果が良い 

 

上記の現状を踏まえて、全校での取組とし

て授業の導入時にストレッチ運動の継続と、

投げる力が向上するような運動を導入してい

きたい。また、授業や体力テスト中の様子か

ら、体の使い方が悪いため、コーディネーシ

ョントレーニングなどの体の動かし方が学べ

る運動を取り入れる必要があることが分かっ

た。 

昨年度の２月に運動委員会から体力づく

りのために企画し実施した。内容は運動場に

出て様々な遊びに取り組めるように、ビンゴ

カードを運動委員会で作成し、全校に配付し

て実施した。今年度も「寒い時期でも外に出

て元気よく遊ぼう」という趣旨のもと、運動

委員会の児童と一緒に計画したい。 

体力テストの結果から持久走と柔軟性が市

平均を上回っていることが分かった。理由と

して、体育科の授業の導入に準備運動の一環

としてストレッチを行っていることが考えら

れる。持久力向上については、持久走記録会

の実施と授業のなかで練習をしていることが

挙げられる。また、学区が広く３０分かけて

登下校しているということも要因として挙げ

られる。 

持久走記録会の開催は今年度で最後となる

ため、その分を体育の授業で補えるようにす

ることや休み時間に運動する機会を設けるこ

となどが今後の検討事項として挙げられる。 

また、体力テストの様子から体の効率的な

使い方を知らない児童が多いことが課題とし

て挙げられる。そのため、コーディネーショ

ントレーニングや投げる運動の準備運動を導

入し、体の使い方を学ぶ機会としたい。課題

改善に向け、まずは教員への周知をしたり、

学年の体育担当者に授業でコーディネーショ

ントレーニングを導入することを依頼したり

していきたい。 

１月に持久走記録会がある。そこで、持久走

記録会向けての授業内で走る練習をし、記録会

に臨むという取り組みがある。授業で練習でき

るように、走る時間やコース作りなど準備を進

めていく予定である。また今年度も走るのが苦

手な子への配慮として５分間走の部と１、２年

生は８５０ｍ３～６年生は１０００ｍの距離

走の部を設けている。 


